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竹下 陽子 

2024 年 6月 

伊勢湾台風カルタと

ペットボトルをつか

った台風実験！ 



 

北区立滝野川小学校における防災普及啓発施設との連携授業 報告書 

 

学校名     北区立滝野川小学校 

学年・人数   5 年 25 名 

担当教員    小学校教員 1 名、理科支援員 1 名、竹下陽子（お茶の水女子大学） 

オンライン講師 大場玲子（名古屋市港防災センター） 

実施予定日時  2021 年 7 月 13 日（火） 3・4 校時（10：30～12：10）理科室 

目的     「天気の変化」単元における、災害および防災の知識の習得 

内容     １．台風ミニ実験（トルネード・ペットボトル） 

２．オンライン講師によるお話（伊勢湾台風や近年発生している災害、防災に

ついて） 

３．児童から質問（前時までに出てきたもの、他） 

実施形態   理科室での実験、ZOOM によるお話、オンライン対話（質問など） 

使用機器   ＜学校側＞ 

Zoom 用 PC（カメラ Jabra Panacast (8100-119)、別売ケーブル 

1.8m）、スピーカー・マイク 2 台（YAMAHA YVC-1000））、iPad mini（後方

カメラ） 

教員・児童一人ずつ（クロムブック/ロイロノートの画面共有で 資

料を見ながら聴講、アンケート機能） 

 

当日の流れ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業概要： 

 児童らの一人一台の PC を活用し、オンライン通信を用いた遠方の防災普及啓発施設との学

習授業を実施した。児童らは、テレビモニタを通して通信先の講師とやり取りし，各児童の PC

に学校教員から画面配信されたスライド資料を見ながら話を聞いた。また，館に常設展示され

ている台風に関するクイズをオンラインで回答し、講師から解説を聞くなどして館を疑似体験

した。 

台風に関連した実験では、児童らは PC で実験の様子を撮影するなど進んで実験に取り組ん



 

だ。また授業の後半では、児童らが事前に行っていた台風に関する調べ学習をもとに、画面共

有を使って発表した。適宜、防災の専門家からコメントや解説をしてもらい、学習を深めた。

今回の授業実践で、専門家との双方向コミュニケーションを取り入れたことにより、単元の学

習が深まり、児童の理解が高まったと思われる。 

 

アンケート結果： 

楽しく学習できた：肯定的回答（そう思う，どちらかといえば、そう思う）88％ 

学習内容が理解できたか：肯定的回答 92％ 

テレビ電話の相手とコミュニケーションをとることはできたか：否定的回答 38％ 

・愛知県名古屋市のいせわん台風の事や、その被害じょうきょうを教えてくれて分かりやすか

ったです。（児童） 

・今はコロナウイルスの影響で皆の意見を交流したりができないのでロイロノートやズームを

活用してどんどん意見を交流したりして、もっと授業を楽しくしたいです。（児童） 

 

 

振り返り： 

・オンラインによる館体験…学校活動として館の訪問が困難な中、オンラインを活用した館活

用授業により単元の学習が深まった。「防災」は自分事に捉えることが大事であり、専門家から

直接話を聞くことで児童の理解が高まったと思われる。 

・通信環境の整備…通信状態がたまに悪くなり、声が聞こえづらくなった。通信環境の整備が

必要と思われた。 

・時間配分…実験を含めた 2 コマの授業に挑戦したが、長時間になり関係者の負担が大きくな

った。特に実験は、別時間で実施することもできた。 

・双方向コミュニケーション…児童と専門家のリアルタイムでのやりとり（質問やクイズの解

説など）の時間が短くなってしまったが、実施することができた。 

・学習プログラムの利用方法…実験・ワークシートを用意して実施した。一般的な連携の方法

をフォーマット化（プログラム、ワークシート、両者の打ち合わせ方法、通信環境（設備）な

どについて）して公開を目指したい。利用可能な館のコンテンツを紹介するサイトを作れると

良いかもしれない。また、学校側からは館の情報（館の特徴、利用方法）を知りたいという希

望も確認した。 



 

＜館からのコメント＞ 

・リアルタイムで質問をもらい回答する時間がもっとあるとよかった。 

・すでに１５分から３０分以内でパッケージ化した単元に合った内容を展開している。オンラ

イン講座や授業内でうまく組み合わせて活用してもらうことを目指し、周知しているが、まだ

あまり活用はされていないのが実情とのこと。 

             （https://www.minato-bousai.jp/foam/school-program.pdf） 

・これまで社会科、理科、総合学習で来館利用いただく機会が多かった。防災訓練の時間も活

用可能かもしれない。通信時間は、児童と専門家のコミュニケーションに特化し短時間にする

ことを検討してもよいかもしれない。 

・全国で（海外でも）ニーズがあれば、オンライン等での普及啓発は続けたい。 

・実体験できる展示もあるため、館を知った後に来館してほしいという思いもある。 

 

＜教員からのコメント＞ 

・コロナ禍で館に足を運べないので児童がオンラインで体験できるとありがたい。今回は実現

できてよかった。 

・総合や教科に合ったプログラムが組めるのならぜひ活用したい。 

 

 

実施の様子： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


